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＜送付の際、同封されているご案内＞  

・  ・第    回連続共育セミナー「市民活動を IT で支援」のお知らせ 

・第 6 回やまと国際交流フェスティバルのご案内 

・ボランティア見学会のご案内 

 

  

 

 

－１－ 

＊「あの手この手」は大和市民活動センターのＨ.P.では 

カラーでご覧になれます。 

大和市民活動センター［拠点やまと］ 第 44 号 2011 年 3 月 1 日発行 
あの手この手のマークの間のＳはsolution（解決）のＳです。 

2011

１ 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

 

金子 寿（ひさし）さんの詩画が第 42 号からの表紙に登場。今号が最終回となりました。 

ご本人からメッセージが届いています。 

作品：「たんぽぽ」金子 寿 

 私は“不幸”にして障害を負ってしまい、電動車いすの生活

をしています。「死んでしまいたい」と思ったことや「怪我をする

前に戻りたい」と後悔したこともあります。しかし、今では障害を

負ってしまったことは決して“不幸”なことではないと思っていま

す。本当に“不幸”なことは、障害の有無に関わらず、生きる希

望や目的を失ってしまうことだと思います。 

これからも詩画を通して、今までお世話になった方への感謝

の気持ち、そして“命の大切さ”や“生きることの素晴らしさ”を多

くの人に伝えていくことができればと思っています。 

＊金子さんの詩画のポストカードをご希望の方はセンターにお問い合せください。 

目標を見つけたら素早く飛ぶよ。 
             －メジロー 

2010 年度の「あの手この手」は隔月発行でしたが、2011 年度は毎月

発行とします。4 月号には 2010 年度の振り返り号を付けます。 

センターのシンボリツリー 

大イチョウのひとりごと 

上から見ると、辛夷（コブシ）の木はもうた

くさんの花のつぼみ。老木の桜はまだ、

つぼみがない。辛夷の次に桜が咲き、次

に銀杏の私は緑の葉をつける。お互い頑

固に自分のリズムを崩さないのだよ。 



 

 

 

 

 
8 月 18 日（水）晴れ 

「しんちゃんハウス」の子ども達はボランティアの

高校生が着替えるのももどかしそうに、高校生

の周りを飛んだり、洋服を引っ張ったり、まとわ

りついて離れない。高校生もそんな子ども達が

かわいくてたまらない様子で対応している。一

緒におやつを食べた後はきちんと後片づけを

することを忘れない高校生たちです。 

 

－２－ 

 

 

2 月 4 日（金）晴れ 

「中央 7 丁目子ども会」から、手品をしてく 

れるボランティアを探していますと、相談の 

電話が入った。南京玉すだれを習っている 

人で手品のできる人を紹介。子ども会の代 

表とフリースペースにて打ち合わせ。 

3/6(日)子どもたちに手品を披露することに 

なった。子どもたちに簡単な手品を教えて 

あげるそうです。 

 

 

 

＜これからの打ち合わせ日程＞ 

3/ 7（月）、 3/16(水）16：00～17：00 

まだまだアイディア募集してま～す。 

 

 

3 月 20 日（日）10：30～15：30 
大和駅東側プロムナードに集合 

ともだちになる方法はいろいろ。何語で交流？ もちろんハートで交流さ。 

人形劇「いっぴきチュー」を各国語で上演 

高校生・大学生が中心に企画 

高校生・大学生が中心に企画をすすめています。 

国際交流フェスティバルに集まった人たちに、 

母国語で「いっぴきチュー」「２ひきチュー」… 

人形劇に参加してもらって、交流します。 

さて、鳴き声は？ 

フルーツソングは歌いながらフルーツになりきり 

ます。母国語でやったらどうなるか、 

さあ、子どもも大人も参加して、楽しみましょう。 

 

 

 

高校生に DVD 貸出します 

「大人社会へのパスポート 

～身近なマネートラブルを考えよう！～」 

これから社会に一歩踏み出していく高校生たちが、マネー 

トラブルに巻き込まれないための DVD を貸し出します。 

制作：中央ろうきん社会貢献基金事務局 

 

講演：私たちが求める『新しい公共』とは何か 

『新しい公共』関連の政府の動きと民間の動き 

政府では『新しい公共』をキー 

ワードに次々施策が打ち出され 

ています。 

これから始まろうとしている 

「市民公益税制」「新しい公共 

支援事業」の情報について、 

ＮＰＯ側の視点からの解説を 

加えて整理をしました。 

（市民活動課 村山） 

 

 

 

●分科会１「新しい公共支援事業の３＋α の事業を考える」 

2011、2012 年度の 2 年間で行われる「新しい公共支援事

業」を軸に、財源のしくみ・担い手の広がり・協働を広げる

ための仕組みの事例について解説。 

●分科会２「多様な協働事業提案制度から見えてきた協働の

エッセンス」 

大和市からも事例発表。かながわ難民定住援助協会との

協働事業の事例を発表。 

●分科会３「ＮＰＯ評価で何がかわるのか」 

民間が評価するＮＰＯ評価の取り組みを聞いたが、評価体

制の難しさを考えさせられた。 

●分科会４「ＮＰＯと行政、そして地縁組織のつながり」 

ＮＰＯと地縁団体が課題に取り組んだ取り組みを学んだ

が、もっと問題点を聞きたかった。 

*市民活動センターに詳しい資料があります。ご利用ください。 

 

『新しい公共』にまた注目が… 
 

大和市は 2002 年に市民が考えた案をもとに「新しい公共を

創造する市民活動推進条例」を作りました。 

『新しい公共』とは市も、市民も、市民団体も、事業者も対等

にお互いの知恵や力を出しあって、地域の課題を解決する

ことです。 

大和市民活動センターはこの条例に基いて設置、運営して

います。 

 

2/17（木）かながわ県民サポートセンターで行われた「行政とＮＰＯの対話フォーラム'11」に 

市民活動センタースタッフ2名、市役所市民活動課3名が参加し「新しい公共」関連の動きを学びました。 

 



  
 

  

－３－ 
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健康で暮らす 5か条 

・タバコは吸わない。 

・大食いはしない…腹八分目 

・ラジオ生活のすすめ…イマジネーションを高める 

・便秘の予防…食物繊維、水分を摂る 

・抗酸化ビタミンを摂取…サプリメントで効率よく摂る 

 

 

・ 

 

       

     

 

２月１０日（木）くもり 

女子大生４人がセミナーの看板を見て来館。

ひとりは「ブレーメンはバスで通っただけ…」と

あまり印象にない様子。他の３人は海外旅行

をしたことがないが、グリム童話『ブレーメンの

音楽隊』に詳しい。「彼等はブレーメンに行っ

てないのよ。知ってる？途中で住み着いちゃ

って…」「ぶらり旅もいいけど、目的持って旅行

しなよ」 この時間は若さあふれる明るいセンタ

ーでした。 

 

大和市は外国籍市民の多い、またＵＳベースを

抱えた特殊性があります。３４人に１人が外国人市

民と聞くと感覚的に分かる気もしますが、「多文化

共生」と言われてもピンときません。寄付者のＰＲ

をしたり、恩をきせる、金額順に並べたりする昔か

らの風習は何か裏がありそうです。その態度が強

ければ、受ける側も「恵んでなんか欲しくない」と

いう態度をとりがちです。 

 

 

                             
増田愛一郎先生 

連続共育セミナー   回を開催します 
 3 月 29 日(火） 18：00～20：00 

            大和市民活動センター会議室 

「読まれる広報誌の作り方」を学んできました 

2/9(水)かながわ県民サポートセンターで開催された 

セミナーに参加しました。編集のプロが語る、紙面 

づくりの極意をほんのちょっとおすそ分けします。 

① 見出しは究極のエッセンス 

見出しをつけてから記事を書く。 
    （シャッターを押す前にピントを合わせるように） 

② 短い見出しほどパワーになる 

森羅万象は 13 文字に収まる。 

③ リード文を大切に 

   見出しとリード文ができたら、それに序・破・急を 

   盛り込む。 

・序…５W１H 

    ・破…詳細・補足 

    ・急…結論 

④ ひとつの文章を短く     

   短い文章の方が人の頭に入る。 （石川美恵子） 

「ドイツの市民活動事情」 
～カールスルーエとブレーメンを訪ねて～ 

連続共育セミナー   回の報告 

2/15(火)18：00～20：00 開催しました 

 

 
 

2/15(火) 18：:00～20：00 に開催 

 

IT を使うとどんな便利なことがある

のかということを、具体例を使って

紹介をします。 
 

●いろいろなテンプレート紹介。 

  チラシや集計などが挿入できます。 

●ソフトウエア寄贈プログラムの紹介。 

団体資格確認後ダウンロードになります。 

●クラウド（ＳｋｙＤｒｉｖｅ）大容量２５GB の 

オンラインストレージ（無料）の利用です。 

マイクロソフトにサーバーやシステムを 

任せて、インターネット経由で共有利用 

できます。参加の皆さんが 

知っているプログラムも共有しましょう。 

 

神奈川県とマイクロソフト（㈱）との協働事業 

「ＮＰＯパワーＵＰセミナー」～ＩＴ活動講座の報告～ 

持ち帰って、

皆に報告を.。 

ＩＴ講座では寝

なかった 

「拠点やまと」

望月です。 
 

「サービス・プログラム」の紹介です。 

 
市民活動課の市川です。 

ちょっとドキドキしてます。 

「ちょっと使ってみようかな  
～I T 導入の利点～」 

 

市民活動課村山真弓さん 

見てきて、感じたことは 

地域の課題を「じぶんごと」にする仕組みがあった 

村山さんの報告を聞きながら、短い視察出張（去年

10/24～31）の旅程にもかかわらず、市行政の仕組みと市

民の発想や考え方にふれ、なにか手ごたえを得てきた実り

多いドイツ 2 都市の訪問だったように思えた。 

 ヨーロッパツアーなどから帰国した人たちがよく「どの街も

絵はがきみたいにきれいだった」と言う。どの街も歩いてい

て、気持ちがよかったとも。 

なぜだろう。思い出してみたら、街に自動販売機と野放

図な広告と電線がなかったということを例えば発見する。そ

うした街の景観はそこの市民と市行政がつくった反映物

だ。街の散歩が快適で安全が保障されるにはこうでありた

いと市民が「じぶんごと」として、発言し、議論を重ね、提案

をきちんとしたカタチにしていく。ここに中間支援組織の存

在と出番があるようだ。 

 今回、村山さんは美しい風景を守ることは幸せのひとつだ

とする「草原の果樹保護協会」を訪ね、行政、企業と協働す

るその中間支援組織の実力と高い経営能力を見てきた。こ

うした力ある「協会」は一朝一夕でできたものではないは

ず。次回のドイツ出張では、街づくりを「じぶんごと」にしてき

た「秘密」をさぐってきてください。（リポート・小杉） 

「健康と元気はちがう」に 20 人が集合 
連続共育セミナー   回の報告 

1/26(水)18：00～20：30 開催しました 

 

 

 

 

次はサプリメント

に詳しいドクターを

紹介します。 

 

セミナーおすそ分け 
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ＦＦＭＭややままとと    
7777..77  ＭＭＨＨｚｚ  

   

第第 11..33..55((火火))生生放放送送  
99::0000  ⇒⇒1100：：0000  

 

＊今号の用紙はさくら。咲くもよし、散るもよしの桜。日本人の感性にぴったり。 

で 、 鶯 色 を 用 意 し ま し た 。                                   

“    ”色を用意しました。 

朝ラジ☆ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた 』   
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 やまとっこ☆みつけ 

 

＜これからの出演団体＞ 

第 124 回 3/ 1(火)関東学院大学ボランティアサポーター 

第 125 回 3/15(火)ラボ 

第 126 回 3/29(火)大和市革新懇 

 

第 126 回 3/29(火)大和市革新懇 
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第 121 回 1/18(火) 

～子どもは何でもできる資質を持っている～ 

＜ＮＰＯ科学探検隊＞ 

ゆとり教育で週休二日制になった時「小学生は土曜日

何をするのかな？ 私にできる電気や理科の実験の話

をしてあげたいな」と思ったのが、『科学探検隊』を立ち

上げたきっかけです。①幼児・児童期にインパクトを与

えたい。②全力で没頭できる場を作りたい。③もの作り

の楽しさ素晴らしさを体得してほしい。 

この三つが活動理念です。 

せっかちにならずに一つ一つ 

直角・平行・そういう概念をき 

ちんと身につけることは大人 

になっても役立ちます。 

 
 
 

 

                         

第 120 回 1/4(火) ～ひとりで悩まないで～ 

＜ＮＰＯ訪問相談所あてんぽ＞ 

高齢者施設で働いていた臨床心理士、認知症認定看

護師の二人が、自分たちのスキルや資格・経験を生か

して出来ることはないのかと、在宅介護訪問相談グル

ープを2010年7月立ち上げました。介護の中で見落さ

れがちなのは、心理的なケアの部分です。 

介護をする側、介護される

側の心理的なストレスを感

じている部分に関するサー

ビスが少ない状況です。 

相談に応じていますので、

お気軽にいらしてください。 

第 122 回 2/1(火) 

～うちカフェ まちスク ぴこっとオープン～                       

＜NPO ピコピコ＞ 

障害のあるなしに関わらず誰 

もが安心して暮らせる地域作 

りが必要と考え、人づくり、絆 

づくりを含めたまちづくりを目 

指すステーションです。 

いろいろな立場の人が無限の 

力を発揮できる場所に、みん 

なで考えて育てていけば、地 

域社会が明るくなっていくと思います。その架け橋に

なりたいという思いでオープンした「ぴこっと」です。 

 

 

 

                          

 

 

“春”陰暦では１、２、３月、陽暦では３、

４、５月。「生気が中にこもって芽がお

い出る様」という。若緑の草木・芽吹

き、照らす青空を想う。(浅見正明) 

 

 

 

    

                         

センターの駐車場には春すみれが咲

く。ひっそり、ひっそり咲く。大輪の花は

華やかだけど、風に揺れる小さな花が

私はいとおしい。（村山真弓） 

    

 

 

 

                      

“春”例年どうり、もう鼻はグシュグシュ、

涙ポロポロ、顔は腫れぼったく、頭は

ボォーっと、動作は緩慢。憂鬱な季節

ですが、なぜか食欲だけは無関係に

旺盛です。（櫻井貞代） 

 

 

－４－ 

小生、「青春」の「春」はとおの昔に置

いてきた。今更自分の「春」さがしより、

若い世代の「春」づくりに励むことなの

かもしれない。（小杉皓男） 

                         
テーマは春が来たら… 

 

第 123 回 2/15(火) 

～世代を越えた交流が生まれます～ 

＜大和市卓球協会＞ 

会員は 420 名でお年寄りから小学生まで年齢層は

幅広いです。小さい子どもを連れて 

の練習や試合は大変ですが、 

協会の方が子どもと遊んでく 

れたり、子育ての大先輩がた 

くさんいるので、悩んでいる時 

に相談に乗ってもらったりして 

います。 

 

 

 

 

 

春になると全てが一新。兎小屋での生

活は、それはそれで楽しかった。ライフ

スタイル、変えられるかい？ 新しい人

間関係大丈夫かしら…（関根孝子） 

 

 

寒い中にもだんだん空気が湿り気を帯

び、春が着実に近づいていることを感

じる。最初は梅。プリムラマラコイデス

が揺れたらもう春。（中山みゆき） 

「春」の文字が大きく紙面に。朝日新聞

が 3/31(木)の夕刊から文字を大きく読

みやすい朝日書体にするという記事。

「あの手この手」も“文字を大きく読み

やすく”を心がけます。（石川美恵子） 

                        

 

絵：金子 寿 

天が晴る、芽が張る、田を墾る、物が発

る… み～んな春（はる）！ 私は筋肉

痛で湿布を貼る…今年の年輪もガッチ

リ残したい！（望月則男） 

 

 

                        


